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まちの人口（平成 26年 1月 1日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口 17,591 人（4 人増）  男 8,537 人（増減なし）  女 9,054 人（4 人増）  世帯数 6,869 世帯（1 世帯減）※ (　) 内は前月比



平成 26 年 1 月号　広報みなみあいづ

0203

広報みなみあいづ  平成 26 年 1 月号

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
26
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
祝
い
と
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
私
の
施
政
信
念

で
あ
り
ま
す
「
公
平
、
公
正
、
誠
実
、

思
い
や
り
」
を
基
本
と
し
、
常
に
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
精
一
杯
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
こ
と
を
、
こ
こ

に
改
め
て
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
八

重
の
桜
」
の
放
送
、
２
０
２
０
年
夏

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
と
レ

ス
リ
ン
グ
競
技
の
存
続
決
定
、
富
士

山
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
へ
登

録
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
放
射
能
汚
染
、
汚
染
水
漏
れ
の

問
題
、
進
ま
な
い
除
染
対
策
等
、
出

口
の
見
え
な
い
収
束
作
業
が
未
だ
に

続
い
て
お
り
、
町
の
風
評
被
害
対
策

と
し
て
、
本
町
の
安
心
安
全
を
広
く

皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
農
産

物
や
水
道
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
、
公
共
施
設
お
よ
び
各
行
政
区
単

位
で
の
環
境
放
射
線
測
定
、
食
品
等

の
簡
易
分
析
測
定
を
行
い
、
地
域
の

安
全
安
心
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
伝

え
で
き
る
よ
う
、
日
々
取
り
組
ん
で

お
り
、
引
き
続
き
正
確
な
情
報
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
役
場
新
庁
舎
の

建
設
と
第
三
セ
ク
タ
ー
及
び
町
の
観

光
施
設
に
関
す
る
町
の
方
針
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
頂

戴
す
る
機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
頂
い

た
意
見
を
参
考
に
、
建
設
地
の
選
定

を
含
む
基
本
方
針
を
、
新
庁
舎
建
設

計
画
策
定
委
員
会
か
ら
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を
基
に
、

南
会
津
町
新
庁
舎
建
設
計
画
を
策
定

し
、
昨
年
12
月
の
議
会
定
例
会
に
お

き
ま
し
て
ご
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
本
年
は
基
本
設
計
に
入
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
新
庁
舎
は
災
害

時
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
た
め
の
施
設
と
い
う
こ

と
を
十
分
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
基

本
設
計
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
等
に
関
す
る
町
の

方
針
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
三
セ
ク

タ
ー
経
営
評
価
委
員
会
の
最
終
評
価

を
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
、
今

ま
で
非
公
募
で
第
三
セ
ク
タ
ー
を
指

定
管
理
者
と
し
て
き
た
施
設
を
、
施

設
再
建
の
道
を
探
る
た
め
、
公
募
制

に
切
り
替
え
る
方
針
を
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
昨
年
７
月
か
ら
８
施
設

を
、
純
然
た
る
民
間
企
業
を
新
た
な

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
、
民
間

企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ
る
よ

う
、
町
と
し
て
支
援
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

合
併
か
ら
９
年
目

　

さ
て
、
今
年
は
町
村
合
併
か
ら
９

年
目
を
迎
え
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

が
真
の
融
和
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、

合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
粉
骨
砕
身
努
力
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
の
福
祉
と
雇
用
対
策

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者
を
解
消
す

る
た
め
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
開
所
を
進

め
て
お
り
、
今
年
９
月
に
開
所
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
併
設
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
、
合
計
１
０
０
人
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
、
地
元
か
ら
約
30
人
の

雇
用
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
高
齢
者
の
福
祉
向
上
と
雇
用
情

勢
に
大
き
な
前
進
が
見
ら
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し

て
、
新
た
に
創
設
し
ま
し
た
企
業
誘

致
推
進
員
制
度
に
よ
り
、昨
年
11
月
、

佐
賀
県
に
本
社
が
あ
り
ま
す
Ｉ
Ｔ
企

業
と
、
本
町
に
開
発
セ
ン
タ
ー
を
設

立
す
る
た
め
の
企
業
進
出
協
定
を
結

び
、
初
年
度
は
５
人
、
５
年
後
ま
で

に
20
人
の
雇
用
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
企
業
誘
致
推
進

員
制
度
と
併
せ
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
い
な
が
ら
雇
用
情
勢
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
振
興
策
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
、
経

営
者
の
皆
さ
ま
が
今
ま
で
以
上
に
や

り
が
い
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
と
人
材
育
成

　

地
域
の
活
性
化
策
と
し
て
一
昨
年

創
設
し
ま
し
た
、
集
落
応
援
交
付
金

事
業
が
各
地
域
に
根
付
き
始
め
、

様
々
な
活
動
が
広
が
り
始
め
ま
し

た
。
町
全
体
が
活
性
化
す
る
に
は
集

落
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
小
さ
な
種
火
が
各
集
落
で
徐
々

に
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
火
を
さ
ら
に
大
き
な
も
の

に
す
る
た
め
、
新
年
度
は
先
進
的
な

活
動
に
対
す
る
特
別
加
算
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
が

地
域
の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
集
落
を
目
指
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
集
落
担
当
職
員
配

置
制
度
と
併
せ
引
き
続
き
集
落
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
を
つ
く
る
の
は
、
そ

こ
に
住
む
人
で
す
。
昨
年
発
足
し
ま

し
た
、
地
域
力
創
造
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
事
業
を
一
つ
の
核
と
し
、
地
域

の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
次
世
代
の
地
域
を
担
う

人
材
の
育
成
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
ま
す
、
小
学
５
年
生

全
員
を
対
象
と
し
た
小
学
生
農
山
漁

村
交
流
事
業
お
よ
び
中
学
２
年
生
の

希
望
者
を
対
象
と
し
た
中
学
生
海
外

交
流
事
業
を
継
続
し
、
学
生
時
代
に

様
々
な
経
験
を
積
ん
で
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
林
業
の
振
興
策

　

農
林
業
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
国
的
に
ブ
ラ
ン
ド
展
開
す
る
南
郷

ト
マ
ト
や
特
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等

の
更
な
る
振
興
は
も
と
よ
り
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
に
よ
る
農
業
参
入
者
を
支
援

す
る
た
め
、
新
規
農
業
者
就
農
促
進

住
宅
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
の
利
活
用
を
図
る
た

め
、
地
域
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
、

森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
森
林
の
整
備
と
資
源
の

利
活
用
を
図
り
、
農
林
業
を
軸
と
し

た
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
こ
こ
数
年
増
え
続
け
て

い
る
有
害
鳥
獣
の
対
策
に
も
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。

道
路
網
の
整
備

　

地
域
の
発
展
に
道
路
網
の
整
備
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
現
在
、
国
道
１
２
１

号
が
地
域
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
片
側
一
車
線
で
落

石
・
積
雪
・
路
面
凍
結
等
に
よ
る
交

通
障
害
に
よ
り
、
緊
急
車
両
の
通
行

に
も
深
刻
な
影
響
が
生
じ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
状
況
を
一
日
も
早
く
解
決
す

る
た
め
、
国
直
轄
事
業
と
な
っ
た
会

津
縦
貫
南
道
路
の
早
期
整
備
、
栃
木

西
部
・
会
津
南
道
路
の
整
備
促
進
を

強
く
働
き
掛
け
、
福
島
県
復
興
の
核

と
な
る
地
域
と
し
て
、
災
害
に
強
い

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

便
利
に
す
る
た
め
、
県
道
黒
磯
田
島

線
の
ト
ン
ネ
ル
化
に
よ
る
早
期
開
通

に
尽
力
し
、
首
都
圏
へ
の
最
短
ル
ー

ト
を
結
び
、
企
業
が
進
出
し
や
す
い

道
路
網
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

農
産
物
等
の
流
通
ル
ー
ト
の
確
保
、

観
光
の
振
興
、
住
民
皆
さ
ま
の
利
便

性
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機

関
へ
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に

　

こ
こ
ま
で
、
町
長
と
し
て
の
考
え

方
や
主
た
る
事
業
等
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
に
し

ま
し
て
も
、
行
政
運
営
は
総
合
的
に

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
施
策
を
持
続
さ

せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

し
や
す
い
町
づ
く
り
の
推
進
と
、
地

域
が
持
続
で
き
る
力
強
い
南
会
津
町

の
創
造
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

の
対
話
の
機
会
を
増
や
し
、
よ
り
多

く
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、議
会
、

行
政
が
信
頼
関
係
を
構
築
し
、安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
力
の
向

上
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
、
健
康
で
幸
多
き
飛
躍
の

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新年のごあいさつ

午
年
の
決
意

地
域
が
持
続
で
き
る

　
力
強
い
南
会
津
町
の
創
造

南会津町長
 大宅 宗吉
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Pick Up
Event

歓
喜
の
歌
が
ホ
ー
ル
に
響
く

　

12
月
23
日
、
御
蔵
入
交
流
館
に

お
い
て
「
南
会
津
で
『
第
九
』
を

う
た
う
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
第
九
』
を
披
露
し
た
の
は
、「
南

会
津
で
『
第
九
』
を
う
た
お
う
合

唱
団
」
約
１
０
０
人
、
会
津
第
九

の
会
42
人
、
そ
し
て
南
会
津
郡
内

の
高
校
生
有
志
ら
17
人
の
合
計
約

１
７
０
人
。

　
『
第
九
』
＝
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

交
響
曲
第
９
番
は
「
歓
喜
の
歌
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
当
日
、
会
場

に
訪
れ
た
７
０
０
人
を
超
え
る
観

衆
は
、『
第
九
』
メ
ン
バ
ー
ら
と

と
も
に
歓
喜
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
の
『
第
九
』
合
唱

　
『
第
九
』
合
唱
団
は
、
町
内
だ

け
で
な
く
、
下
郷
町
や
只
見
町
か
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　12月18日、伊南保育所のもちつ
き会が行われ、子どもたちは一生懸
命もちつきを行いました。
　おいしいおもちができたかな。
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今こそ聞きたい
皆さんの声を。

タウンミーティング（町政懇談会）
開催

町は、昨年に引き続きタウンミーティン
グ（町政懇談会）を開催します。これは、

町民の皆さんの意見を町政に反映させる仕組
みの一つとして、町長が各地域を訪れ、直接
町民の皆さんとの対話や意見交換を行う場で
す。

今回のテーマは「平成26年度の南会津町
当初予算について」。

合併９年目を迎える南会津町の方向性がどこ
を向いているのか、予算編成方針と重点施策
を説明します。皆さんの声をぜひお聞かせく
ださい。

　  総合政策課 広報情報係
　  0241-62-6210℡

問

タウンミーティング・日程

1月23日
（木）

午後6時30分～
　午後8時30分

舘岩会館
（松戸原）

1月25日
（土）

午後1時30分～
　午後3時30分

御蔵入交流館
（宮本）

1月25日
（土）

午後4時～
　午後6時

桧沢公民館
（福米沢）

1月29日
（水）

午後6時～
　午後8時

南郷総合センター
（山口）

1月30日
（木）

午後6時30分～
　午後8時30分

伊南会館（古町）

2月01日
（土）

午後1時30分～
　午後3時30分

農村環境改善セン
ター（関本）

※会場へは十分気をつけてお越しください。
※事前申込みは必要ありません。上記開催時間
　までに会場にお越しください。

平成 26 年 1 月号　広報みなみあいづ

昨年のタウンミー
ティングの様子。
皆さんの声を
聞かせてください。

ら
の
参
加
も
あ
っ
た
合
唱
団
。
メ

ン
バ
ー
は
ド
イ
ツ
語
で
歌
う
た

め
、
パ
ー
ト
練
習
や
合
唱
練
習
の

ほ
か
に
も
ド
イ
ツ
語
の
発
音
練
習

を
６
月
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
練
習
と
並
行
し
町
内
の
イ

ベ
ン
ト
で
『
第
九
』
を
Ｐ
Ｒ
し
た

り
、
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
町
内

企
業
に
配
る
な
ど
、
ま
さ
に
手
づ

く
り
で
こ
の
舞
台
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

歓
喜
の
舞
台
を
終
え
た
メ
ン
バ

ー
か
ら
は
、「
普
段
は
観
客
と
し

て
見
て
い
た
舞
台
に
立
つ
こ
と
が

で
き
た
」「『
第
九
』
の
た
め
、
何

年
ぶ
り
に
靴
や
化
粧
品
を
新
調
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
」
な
ど
、『
第

九
』を
歌
っ
た
満
足
感
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
振
り
返
り
、

口
々
に
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

『第九』メンバーの声

　普段は「森の合唱団」に所属
しています。
　テノールパートリーダーとし
て参加したが、男性は参加人数
を集めることも大変だった。自
分自身も練習に参加できない日
があり、申し訳なくはがゆかっ
たが、みんなと『第九』を歌え
て今日は楽しかった。

渡部良介さん
（中荒井）

　最年長ということで、「南会
津で『第九』をうたおう合唱団」
の団長を務めました。
　一部の合唱の指揮と並行して

『第九』のパート練習、そして
実行委員会にも携わりました。
　ここまで来るのは大変でした
が、みんなと『第九』を歌えて
良かったです。

荒川美和子さん
（本町）

写
真
協
力
：
下
郷
町
役
場
総
務
班

南会津で「第九」をうたう
響き渡る歓喜の歌
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①申告書（税務署や町から送付された方はお持
　　　　　ちください。）

②印鑑（口座振替で所得税を納税される方は金
　　　　融機関の届出印をお持ちください。）

③所得内容がわかる資料
　◆自営業の方：収入と支出がわかる書類
　◆農業の方：農業所得計算書、農業の収入と
　　　　　　　支出がわかる書類
　◆給与所得の方：源泉徴収票（源泉徴収票の
　　　　　　　　　ない方は収入と勤務先の会
　　　　　　　　　社名がわかる書類）
　◆年金収入のある方：源泉徴収票

④控除の内容がわかる資料
　◆社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
　　・国民年金保険料控除の適用を受ける場合
　　　には、控除証明書（控除証明書の合計額
　　　以外の納付がある場合はその領収書）を
　　　添付していただく必要があります。なお、
　　　給与の年末調整で控除を受けたものにつ
　　　いては必要ありません。
　　・公的年金から特別徴収（天引き）された
　　　保険料(税)は、特別徴収された本人の控
　　　除に限られます。
　◆生命保険料（一般生命、個人年金、介護医療）
　　の控除証明書
　◆地震保険料（旧長期損害保険）の控除証明
　　書
　◆医療費控除を受ける方は医療費の領収書
　　（病院、受診者ごとに支払額を集計してお
　　いてください。）

⑤預金通帳の口座番号を確認できるもの

申告に必要なもの

私たちの暮らしに必要な公共サービスや
まちづくりの財源になる税。
忘れずに申告しましょう。

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に

　

町
で
は
、
平
成
25
年
中
の
所
得

税
並
び
に
平
成
26
年
度
町
県
民
税

の
申
告
相
談
を
、２
月
17
日
（
月
）

か
ら
３
月
17
日
（
月
）
の
間
、
受

け
付
け
を
い
た
し
ま
す
。
こ
の
申

告
は
、
平
成
26
年
度
町
県
民
税
や

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料

の
算
出
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
申
請
や
、
児
童
扶
養
手
当
、
公

営
住
宅
使
用
料
等
の
算
出
に
必
要

と
な
り
ま
す
。
収
入
が
な
い
方
で

も
、
税
関
係
の
証
明
書
の
交
付
を

受
け
た
い
方
な
ど
、
関
係
す
る
方

は
申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

遺
族
年
金
や
障
害
者
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
申
告
に
よ
り

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
軽
減

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

申
告
会
場
は
、
住
所
の
あ
る
地

域
（
田
島
、
舘
岩
、
伊
南
、
南
郷
）

で
の
受
け
付
け
と
な
り
、
他
の
地

域
で
の
申
告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
南

　

会
津
町
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

　

25
年
中
に
何
ら
か
の
所
得
が
あ

　

っ
た
人

◆
農
業
、
商
業
、
建
設
業
、
製
造

　

業
な
ど
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

◆
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

　

所
得
（
農
業
、
不
動
産
、
利
子
、

　

配
当
所
得
等
）
が
あ
っ
た
人

◆
給
与
の
支
払
い
を
受
け
、
年
末

　

調
整
を
し
て
い
な
い
人

◆
平
成
25
年
分
の
給
与
の
収
入
金

　

額
が
２
、０
０
０
万
円
を
超
え

　

た
人

◆
土
地
や
建
物
な
ど
を
譲
渡
し
た

　

人
◆
昨
年
、
中
途
退
職
し
た
人

※
譲
渡
所
得
等
の
申
告
に
つ
い
て

　

は
、
税
務
署
に
て
申
告
さ
れ
ま

　

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
告
す
る
必
要
が
な
い
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
し

　

て
い
て
給
与
の
他
に
収
入
が
な

　

い
人

◆
税
務
署
で
確
定
申
告
す
る
人

◆
65
歳
以
上
（
昭
和
24
年
１
月
１

　

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、

　

年
金
以
外
に
収
入
が
な
く
、
年

　

金
収
入
が
１
２
０
万
円
以
下
の

　

人

※
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下

　

で
、
そ
れ
以
外
の
所
得
金
額
が

　

20
万
円
以
下
の
人
に
つ
い
て
は
、

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
不
要
で

　

す
が
、
住
民
税
の
申
告
は
必
要

　

で
す
。

申
告
相
談
日
程

　

各
地
域
で
の
申
告
相
談
日
、
会

場
、
受
付
時
間
に
つ
い
て
は
、
８

～
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
に
つ
い
て
、
当
日
の

状
況
に
よ
り
、
午
前
中
に
お
越
し

に
な
っ
て
も
相
談
が
午
後
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

田
島
地
域
に
つ
い
て
は
、
申
告

相
談
期
間
中
、
担
当
職
員
が
申
告

会
場
に
出
張
し
て
い
る
た
め
、
本

庁
税
務
課
で
の
申
告
相
談
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

舘
岩
・
伊
南
・
南
郷
地
域
に
つ

は
じ
ま
り
ま
す
　
申
告
相
談

税申告相談期間

２月17日（月）～３月17日（月）

い
て
は
、
申
告
相
談
期
間
中
は
対

象
地
区
以
外
で
の
申
告
相
談
も
で

き
ま
す
が
、
指
定
日
の
対
象
地
区

の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

　

４
地
域
に
お
い
て
、
指
定
地
区

の
方
に
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
い
た

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

運
行
時
間
な
ど
詳
し
い
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
チ
ラ
シ
に

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
？

　

給
与
の
支
払
い
を
す
る
法
人
ま

た
は
個
人
事
業
主
の
方
で
、
給
与

所
得
に
係
る
源
泉
徴
収
を
す
る
義

務
が
あ
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業

主
の
方
は
、
給
与
の
支
払
い
を
し

た
翌
年
の
１
月
末
日
ま
で
に
、「
給

与
支
払
報
告
書
」
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
期
限
ま
で

の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

提
出
先
＝
受
給
者
の
平
成
26
年
１

月
１
日
現
在
居
住
す
る
市
区
町
村

提
出
す
る
も
の
＝
①
総
括
表
、
②

給
与
支
払
報
告
書

提
出
期
限
＝
１
月
31
日
（
金
）

そ
の
他
＝
給
与
支
払
報
告
書
に
つ

い
て
は
、
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た

も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
届

い
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
南
会

津
町
役
場
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り

の
各
総
合
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
税
務
課

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
１
０

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課 

住
民
税
務
係

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
４
５

伊
南
総
合
支
所
町
民
課 
住
民
税
務
係

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
２

南
郷
総
合
支
所
町
民
課 

住
民
税
務
係

０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
４

平
成
25
年
分
所
得
税
・
平
成
26
年
度
分
町
県
民
税
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申　告　相　談　日　程　表

月 日 曜日 地 区 会 場 受付時間

２

１７ 月 福 渡 ・ 松 戸 原

舘岩総合支所
１階事務室
（松戸原）

午前９時～正午
午後１時～午後４時

１８ 火 戸中・押戸・吉高・貝原・角生下
１９ 水 小高林・上ノ原・助木生
２０ 木 川 衣
２１ 金 木 賊

２４ 月
た の せ ・ 穴 原 ・ 前 沢 午前９時～正午

塩 ノ 原 午後１時～午後４時
２５ 火 水 引

午前９時～正午
午後１時～午後４時

２６ 水 湯 ノ 花 ・ 角 生 上
２７ 木 熨斗戸・伊与戸・新田原
２８ 金 森 戸

３

２ 日 平日に申告できない方
３ 月 井 桁 ・ 八 総
４ 火 精 舎 ・ 岩 下 ・ 番 屋
５ 水 高 杖 原 ・ 会 津 高 原
６ 木

地区指定日で都合のつかない方

７ 金
１０ 月
１１ 火
１２ 水
１３ 木
１４ 金
１７ 月

月 日 曜日 地 区 会 場 受付時間

２

１７ 月 羽 塩 ・ 滝 原
農村環境改善センター

１階会議室
（関本）

午前９時～正午
午後１時～午後４時

１８ 火 古 今 ・ 糸 沢
１９ 水 関 本 ・ 藤 生
２０ 木 川 島
２１ 金 中 荒 井
２４ 月 高 野

桧沢公民館
２階和室

（福米沢）

２５ 火 下塩江・上塩江
２６ 水 福米沢・金井沢
２７ 木 大 豆 渡 ・ 黒 沢
２８ 金 針 生

３

３ 月 栗生沢・小出原

田島建設会館
１階会議室

（行司）

４ 火 水 無 ・ 田 部
５ 水 田 部 原 １ ・ 田 部 原 ２
６ 木 長 野
７ 金 永 田 ・ 今 生
９ 日 平日に申告できない方

１０ 月 宮本・横町・折橋・丹藤
１１ 火 新町・西町・上町・松下
１２ 水 後 原 ・ 大 町 ・ 上 中 町
１３ 木 中 町 ・ 本 町 ・ 東 町
１４ 金 いずれの会場でも都合のつかない方
１６ 日 平日に申告できない方
１７ 月 いずれの会場でも都合のつかない方

田  島  地  域

舘  岩  地  域

月 日 曜日 地 区 会 場 受付時間

２

１７ 月 上 町

伊南総合支所
１階事務室

（古町）

午前９時～正午
午後１時～午後３時

１８ 火 下 町
１９ 水 道 城
２０ 木 多 々 石
２１ 金 白 沢
２４ 月 青 柳
２５ 火 小 塩
２６ 水

地区指定日で都合のつかない方
２７ 木
２８ 金 宮 沢

３

３ 月 浜 野
４ 火 内 川 ・ 耻 風
５ 水 大 原 ・ 小 立 岩
６ 木 大 桃
７ 金 地区指定日で都合のつかない方
９ 日 平日に申告できない方

１０ 月

地区指定日で都合のつかない方

１１ 火
１２ 水
１３ 木
１４ 金
１７ 月

伊  南  地  域

月 日 曜日 地 区 会 場 受付時間

２

１７ 月 木 伏

南郷総合支所
２階大会議室

（山口）

午前９時～正午
午後１時～午後４時

１８ 火 木 伏 ・ 水 根 沢
１９ 水 大 新 田 ・ 大 橋
２０ 木 東 ・ 中 小 屋
２１ 金 上山口・中山口・下山口
２４ 月 台 板 橋
２５ 火 鴇 巣
２６ 水 宮 床
２７ 木

地区指定日で都合のつかない方
２８ 金

３

２ 日 平日に申告できない方
３ 月 界
４ 火 虻 の 宮 ・ 小 野 島
５ 水 片 貝 ・ 富 山
６ 木 下 山
７ 金 乙 沢 ・ 上 平

１０ 月 上 町 ・ 谷 地
１１ 火 福 田
１２ 水

地区指定日で都合のつかない方
１３ 木
１４ 金
１７ 月

南  郷  地  域

※今回から会場が「田島高齢者センター」が「田島建設会館」に変更になります。

※申告相談期間中は対象地区以外での申告相談もできますが、
　指定日の対象地区の方が優先となります。

※申告相談期間中は対象地区以外での申告相談もできますが、
　指定日の対象地区の方が優先となります。

※申告相談期間中は対象地区以外での申告相談もできますが、
　指定日の対象地区の方が優先となります。
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　11月20日、福島県文化センターにおいて、
平成25年度福島県青少年健全育成推進大会が行
われ、田島地区老人クラブ子ども見守り隊が福
島県青少年育成県民会議会長表彰を受賞しまし
た。
　見守り隊は、平成19年４月から長年にわたり、
小学生の登下校時に子どもたちの安全を確保す
るための見守りを行い、その際、子どもたちと
の交流も図られています。今回、このような功
績が認められての表彰となりました。

田島地区老人クラブ子ども見守り隊

子どもたちを見守り続け、表彰

立派な門松に気付きました？

　年末年始にかけて、南会津町役場本庁に来られ
た方は気付いたでしょうか。
　本庁正面玄関の両脇に、今年も立派な門松が飾
られ、来庁者を迎えてくれていました。
　今回で６年目となった門松の寄贈は、町シルバ
ー人材センターの皆さんの手によるものです。
　シルバー人材センターの皆さん、ありがとうご
ざいました。

町シルバー人材センター門松寄贈

多くの町民が訪れた講演会

受賞報告に訪れた田島地区老人クラブ
子ども見守り隊の皆さん

　12月７日、南会津町ふれあい健康まつりが御蔵入
交流館で開催されました。このイベントは、町民の健
康意識の向上を目指すため初めて実施されました。
　福島医大の大谷晃司氏・宗像源之氏による講演会や、
医大生による心電図測定、歯科衛生士による口腔ケア
相談、脳年齢・血管年齢などの自己測定コーナー等を
実施しました。イベントには多くの町民が訪れ、自身
の健康度を確認していました。

健康を見直すきっかけに
南会津町ふれあい健康まつり

チラシを配布し注意を呼び掛ける「んだべぇ」

　全日本空手道連盟和道会瑞空塾田島支部（湯
田浩一郎支部長）は、11 ～ 12月にかけて行わ
れた各大会で好成績を収めました。
　11月３日に郡山市で行われた第23回福島県
少年空手道選手権大会では、７部門で延べ７人
が入賞。12月１日に宮城県で行われた第２回和
道会北日本空手道選手権大会では、10部門で延
べ10人が入賞しました。

空手少年たちが活躍
瑞空塾田島支部が好成績

事件事故防止を呼び掛けたべぇ

　12月10日に行われた年末年始の事件事故防
　　　止活動に伴う出動式。郡内の防犯関係者
　　　　　や交通安全関係者ら多くの皆さんが
　　　　　　出席しました。「んだべぇ」も参
　　　　　　加し、事件事故への注意を呼び掛
　　　　　　けるチラシを配布しました。

年末年始事故防止活動出動式

全国大会に出場する
星　有人くん

門松を寄贈した町シルバー人材センターの皆さん

夢に向かい、くじけずに

　田島地域にある木工房『やすべえ』の伊藤康弘さん
（中町）が、手づくりの起き上がり小法師を檜沢中学
校の３年生16人に贈りました。
　贈呈式は、12月11日に檜沢中学校で行われ、３年
生一人一人に伊藤さんから小法師が手渡されました。
小法師を受け取った３年生を代表して、和田啓生くん
が「小法師のように何度転んでもくじけず、目標に向
かい頑張ります」と感謝の言葉を述べました。

檜沢中に「起き上がり小法師」贈呈

記念撮影を行った伊藤さん（前列中央）と檜沢中３年生

　このうち、田島中２年の
星  有人くん（水無）は、
３月に北海道北広島市で開
催される第８回全国中学生
空手道選抜大会はまなす杯
に出場します。星くんは昨
年に続き、２年連続での出
場。「去年は１回戦で敗れ
たので、まずは１回戦に勝
ちたい。そしてベスト16が
目標」と力強く抱負を語っ
てくれました。

門下生募集中
　瑞空塾田島支部では、門下生を募集し
ています。
　空手の技術だけでなく、あいさつや礼
儀、忍耐力を学んでみませんか。
　ぜひ一度、見学にお越しください。
　▼練習日
　　毎週水・土曜日（午後６時30分
　　　　　　　　　　～午後８時30分）
　▼練習場所
　　田島武道館（宮本）
　▼問い合わせ
　　湯田浩一郎　℡ 0241-62-4646

一緒に練習する門下生を募集しています

田部原保育所お誕生会

子どもたちと踊ったべぇ

　12月20日、田部原保育所でお誕生会が開か
れ、町のゆるキャラ「んだべぇ」もお祝いに駆
け付けました。
　「んだべぇ」の突然の訪問に、子どもたちは
大はしゃぎ。「んだべぇ」との握手や記念撮影、
さらに『んだべぇ体操』も一緒に踊るなど、子
どもたちは楽しいひとときを過ごしたようで
す。「んだべぇ」は「みんなに会えてうれしか
ったべぇ。あと一緒に体操踊ってくれてありが
となぁ」と感想を語ってくれました。

んだべぇの
活動報告

『んだべぇ体操』を踊る子どもたち。
子どもたちの顔は笑顔で輝いていました。
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担当地区 氏 名 電 話 番 号

新　町 金　津　好　恵 62-2811

西　町 杉　原　政　江 62-0322

上　町 横　山　早智子 62-4543

後　原 室　井　チカ子 62-1673

後　原 渡　部　恭　江 62-3442

上中町 渡　部　曜　子 62-0147

大　町 星　　　伸　枝 62-1268

中　町・宮　本 星　　　喜美代 62-0760

本　町 伊　藤　美恵子 62-2748

本　町 大　桃　孝　子 62-0020

東　町 室　井　静　子 62-0110

横　町 湯　田　信　吾 62-3177

折　橋 山　田　　　明 62-2576

田部原１ 遠　藤　　　清 62-2582

田部原１ 木　内　淳　子 62-2505

田部原２ 佐　野　よしえ 62-3584

永　田 山　内　アツ子 62-3938

今　生 室　井　百合子 62-1880

松　下 室　井　清　枝 62-0402

丹　藤 室　井　宏　親 62-1689

長　野 大　竹　久美子 62-1542

長　野 星　　　啓　子 62-4093

田島地域
担当地区 氏 名 電 話 番 号

田　部 湯　田　文　子 62-2607

水　無 室　井　とみ江 62-3342

栗生沢・小出原 湯　田　洋　子 62-3424

針　生 星　　　恒　男 64-2144

針　生 星　　　トメヨ 64-2310

黒　沢 馬　場　由美子 62-2757

大豆渡 室　井　百合子 62-7375

金井沢 芳　賀　ひろ子 62-1561

福米沢 児　山　正　男 62-1633

上塩江 猪　股　友　子 62-3119

下塩江 大　竹　政　春 62-1868

高　野 猪　股　三枝子 62-2826

中荒井 木　下　若　子 62-2992

川　島 星　　　テルエ 66-2513

関　本 渡　邉　サイ子 66-2302

関　本 渡　部　チ　イ 66-2517

藤　生 渡　部　恵　子 66-2286

古　今 広　野　きよ子 66-2709

糸　沢 阿久津　美保子 66-2367

羽　塩 渡　部　純　子 66-2310

滝　原 星　　　サイ子 66-2102

主任児童委員 湯　田　惠　子 62-3860

担当地区 氏 名 電 話 番 号
湯ノ花・水引 大　山　マサヨ 78-2420

熨斗戸・伊与戸 星　　　美　幸 78-2118

森戸・井桁 山　口　清　美 78-2718

八総・高杖原・会津高原 高　山　利　一 78-2223

岩下・番屋・精舎 穴　澤　一　春 78-2820

主任児童委員 金　子　美　果 78-5075

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民
の
立
場
に
な
っ
て
相
談
、
支
援

活
動
を
無
償
で
行
う
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

こ
の
た
び
、
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
、

民
生
委
員
児
童
委
員
が
新
し
く
決
ま
り
ま
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

ど
ん
な
人
？

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

非
常
勤
特
別
職
の
方
々
で
す
。

　

委
員
は
、
皆
さ
ん
の
地
区
か
ら

推
薦
さ
れ
た
方
々
が
選
ば
れ
て
い

ま
す
。
い
わ
ば
、『
顔
な
じ
み
』

の
方
々
。顔
な
じ
み
だ
か
ら
こ
そ
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
利
点
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
委
員
の
中
に
は
、
子
育

て
等
の
子
ど
も
に
関
す
る
分
野

で
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
と
経
験

を
持
つ
主
任
児
童
委
員
が
お
り
、

他
の
委
員
と
同
じ
よ
う
に
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
主
な

活
動
は
、「
つ
な
ぎ
・
支
え
る
」

こ
と
。
皆
さ
ん
と
各
専
門
的
機
関

と
の
パ
イ
プ
役
、
時
と
し
て
サ
ポ

ー
ト
役
と
し
て
皆
さ
ん
の
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

○
主
な
活
動
内
容

▼
皆
さ
ん
か
ら
受
け
た
相
談
内
容

を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
機
関
に
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役

▼
支
援
が
必
要
な
人
へ
、
専
門
機

関
や
地
域
と
連
携
し
て
、
訪
問
や

生
活
支
援
を
す
る
サ
ポ
ー
ト
役

ど
ん
な
こ
と
が
相
談
で
き
る
の
？

　

皆
さ
ん
の
心
配
事
や
困
っ
た
こ

と
を
解
決
す
る
た
め
、
各
機
関
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
委
員
の
仕
事
。
子

育
て
の
こ
と
、
介
護
の
こ
と
、
経

済
的
な
こ
と
な
ど
、
何
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
身
近
な
出
来
事
を
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
…

▼
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

▼
事
情
が
あ
っ
て
暮
ら
し
に
困
っ

て
い
る
。

▼
近
所
で
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の

虐
待
が
あ
る
よ
う
だ
。

▼
子
育
て
に
つ
い
て
、
不
安
や
悩

み
が
あ
る
。

相
談
し
た
い
け
ど

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
気
に
な
る

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
活

動
す
る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
個
人
情
報
を
も
ら
さ
な
い

こ
と
を
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

民生委員・児童委員に関する問い合わせ

田島地域
健康福祉課
南会津町社会福祉協議会

0241-62-6170
0241-62-4169

舘岩地域 舘岩総合支所町民課 0241-78-3320

伊南地域 伊南総合支所町民課 0241-76-7711

南郷地域 南郷総合支所町民課 0241-72-2225

担当地区 氏 名 電 話 番 号
界 馬　場　花　子 73-2155

虻の宮・小野島 渡　部　花　子 73-2522

片　貝 渡　部　芙美子 73-2002

富　山 酒　井　麻　里 73-2025

下　山 馬　場　公　江 73-2529

乙沢・上平 大　塚　敏　勝 73-2557

上　町 五十嵐　久　子 73-2020

谷　地 五十嵐　たきえ 73-2415

福　田 目　黒　　　里 73-2163

主任児童委員 仲　丸　花　枝 73-2173

担当地区 氏 名 電 話 番 号
木　伏 馬　場　訓　子 72-2079

水根沢・大新田 馬　場　京　子 72-2370

大　橋 酒　井　つや子 72-2482

東・中小屋 平　野　弘　子 72-2391

上山口 馬　場　きよみ 72-2344

中山口 酒　井　敬　臣 72-2144

下山口 馬　場　純　子 72-2502

台板橋 小　椋　恒　昭 72-2682

鴇　巣 星　　　初　代 72-2065

宮　床 馬　場　いつ子 72-2270

南郷地域

担当地区 氏 名 電 話 番 号
宮沢・浜野 佐　藤　万里子 76-2712

内川・耻風 平　野　恒　二 76-2947

大原・小立岩 渡　部　　　努 76-2909

大　桃 星　　　　　諭 76-2269

主任児童委員 羽　染　たけよ 76-2445

担当地区 氏 名 電 話 番 号
上町・多々石 五十嵐　ヒサエ 76-2463

下　町 平　野　道　子 76-2036

道　城 馬　場　二三子 76-2341

白　沢 齋　藤　とし子 76-2308

青　柳 馬　場　ミヨ子 76-2620

小　塩 菊　地　登美枝 76-2555

伊南地域

担当地区 氏 名 電 話 番 号
木賊・川衣 ※現在選任中

小高林・上ノ原・助木生 関　根　　　茂 78-9204

たのせ・塩ノ原・穴原 芳　賀　一　男 78-3160

福渡・前沢 星　　　美佐子 78-2014

松戸原・戸中 星　　　健　象 78-2020

押戸・吉高・貝原・角生 芳　賀　春　子 78-2586

舘岩地域

南会津町  民生委員・児童委員名簿
（任期：平成25年12月1日～平成28年11月30日）

役 場 か ら の お 知 ら せ
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学校の種別および奨学金（貸与）月額

高等学校

国公立
　17,000円または30,000円
私立
　32,000円

高等専門学校 　22,000円

短期大学、大学
および大学院

国公立
　37,000円
私立
　42,000円

各種専門学校
（２年以上修業の学

校）
　32,000円

役 場 か ら の お 知 ら せ

■問い合わせ：教育委員会分室　0241-76-7718
　　　　　　　舘岩幼稚園　　　0241-78-3430舘岩幼稚園  園児募集！

　

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、

「
母
子
家
庭
」
と
「
寡
婦
」
の
た
め
の

貸
付
制
度
で
、
経
済
的
な
自
立
や
児
童

の
修
学
な
ど
に
必
要
な
資
金
を
借
り
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
貸

付
の
利
用
や
そ
の
償
還
方
法
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

母
子
福
祉
資
金

①
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

　

配
偶
者
の
い
な
い
女
子

②
20
歳
未
満
の
父
母
の
い
な
い
児
童

寡
婦
福
祉
資
金

①
過
去
に
母
子
家
庭
と
し
て
20
歳
未
満

　

の
子
を
扶
養
し
た
こ
と
が
あ
る
配
偶

　

者
の
い
な
い
女
子

②
40
歳
以
上
の
配
偶
者
の
い
な
い
女
子

　

で
前
年
の
所
得
が
２
０
３
万
６
千
円

　

以
下
の
方

■
申
請
方
法

　

申
込
者
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
役
場

本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
の
窓
口
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
貸
付
金
の
種
類

　

下
表
の
ほ
か
、
事
業
資
金
、
技
能
習

得
資
金
、
住
宅
資
金
等
が
あ
り
ま
す
。

資金種別 使　　途 貸付最高限度額 据置期間 償還期間 利 率

修学資金
児童が高校・高専・大学
に就学中の必要経費

月額18,000円～
64,000円

卒業後
６か月間

10年以内 無利子

修業資金

児童が事業を開始し、ま
た就職するために必要な
知識技能を習得するため
に必要な経費

月額68,000円
（自動車運転免許

取得は、46万円）

期間終了後
６か月間

６年以内 無利子

就学支度
資金

児童の学校への入学もし
くは、修業施設への入所
に必要な経費

39,500円～
590,000円

卒業・修業後
６か月間

修学10年以内
修業５年以内

無利子

就職支度
資金

母または児童が、就職す
るために直接必要な経費

（被服費等）
100,000円 貸付後１年間 ６年以内 無利子

　平成26年度に舘岩幼稚園への入園を希望す
る幼児を募集します。
　希望される幼児の保護者の方は、受付期間
内にお申込みください。

■対象者
　平成26年度に町内に在住する（住民票があ

る）平成20年４月２日～平成23年４月１日生

まれの幼児（３歳児・４歳児・５歳児の３年

保育）

■受付期間

　1月31日（金）まで
　　午前８時30分～午後５時15分
　　　（執務時間中に限ります。）

■提出書類
　入園申込書等、必要な書類を郵送しますの
で、電話でご連絡ください。

■その他
 ・保育時間＝午前８時30分～午後３時

 ・預かり保育＝午前７時30分～午前８時30分

　　と教育時間終了後～午後６時30分

 ・５歳児は保育料が無料になります。

　１月31日（金）
　午前9時30分／登園、在園児と一緒に遊
　　びましょう
　午前10時／保護者説明会
　午前11時30分／降園
　舘岩幼稚園（南会津町松戸原55番地）

保護者説明会を開催します

場

日

母子寡婦福祉資金貸付制度のご案内

■問い合わせ
　南会津保健福祉事務所
　　0241-63-0305
　健康福祉課子育て支援係
　　0241-62-6170
　舘岩総合支所町民課
　　0241-78-3325
　伊南総合支所町民課
　　0241-76-7713
　南郷総合支所町民課
　　0241-72-2225

平成26年度舘岩幼稚園入園案内

表：貸付金の種類（一部抜粋）

奨学資金制度のご案内
学びたい皆さんを応援します

■問い合わせ：教育委員会 学校教育課　0241-62-6300
　　　　　　　教育委員会分室　　　 　0241-76-7718

南
会
津
町
の
看
護
師
の
現
状
は
？

　

現
在
、
町
内
の
看
護
師
は
慢
性
的
に

不
足
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
看
護
師

の
66
パ
ー
セ
ン
ト
が
45
歳
以
上
の
た

め
、
今
後
、
看
護
師
不
足
が
解
消
さ
れ

な
け
れ
ば
、
町
内
の
医
療
機
関
等
の
運

営
に
支
障
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

免除規定

①看護師養成所等を卒業した後、
　２年以内に正看護師免許を取得
②正看護師免許を取得後、５年以内
　に町内の医療機関等に看護師とし
　て就職
③その後、引き続き10年以上当該業
　務に従事

※町内の医療機関等とは、南会津町内の
病院および福祉施設、ならびに社会福祉
法人南会津会の福祉施設等のことです。

▼対象者＝看護師養成所または、看護系

学校に在学して、正看護師を目指す方（南

会津町出身の学生）

▼貸与額＝年額６０万円

▼募集定員＝２人

▼奨学資金の返還について

　免除規定に該当しなくなった場合は、

その後１０年以内に返還

平
成
26
年
度
　
南
会
津
町
奨
学
生
（
予
約
）
を
募
集

南
会
津
町
奨
学
資
金
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
方
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
み
た
す
方
で
す
。

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困
難

　

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

②
本
人
が
本
町
出
身
で
あ
り
、
か
つ
保

　

護
者
が
本
町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

③
品
行
が
正
し
く
学
術
に
優
れ
て
い
る

　

こ
と
。

【
提
出
書
類
】

①
南
会
津
町
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
推
薦
調
書

③
所
得
証
明
書

　
【
平
成
25
年
度
（
平
成
24
年
分
）】

【
受
付
期
間
】

　

１
月
14
日
（
火
）
～
２
月
14
日
（
金
）

【
申
込
み
手
続
き
】

　

募
集
要
項
お
よ
び
出
願
書
類
は
、
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
、
な
ら
び
に
教

育
委
員
会
分
室
（
伊
南
総
合
支
所
内
）

で
交
付
し
ま
す
。
郵
送
で
も
書
類
を
送

付
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

看護師奨学金制度を新設！
　　　　（全額免除規定有）

　町では平成26年度より、将来、町内の医療
機関等で看護師業務に従事した場合、返還す
る必要のない奨学金制度を新設しました。
　皆さん、南会津町のために、新たな看護師
奨学金制度を利用して、看護師として働きま
せんか。
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施
設
（
農
業
用
倉
庫
、
農
機
具
置
場
等
）
を

建
築
す
る
場
合
や
、
水
は
け
の
悪
い
農
地
に

盛
土
す
る
・
掘
削
す
る
、
農
道
を
作
る
等
農

地
を
改
良
す
る
場
合
は
、
農
地
転
用
の
許
可

は
不
要
と
な
り
ま
す
が
、
事
前
に
「
届
出
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

①
、
②
の
場
合
と
も
、
許
可
要
件
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
農
業
委
員
会 
農
地
管
理
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
２
０

　

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課 
農
林
建
設
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
４
０

　

伊
南
総
合
支
所
振
興
課 

農
林
建
設
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
６

　

南
郷
総
合
支
所
振
興
課 

農
林
建
設
係

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
３

■
原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る
巡
回
相
談

　（
１
～
２
月
）
の
開
催
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る
専
門

的
、
法
律
的
知
識
・
判
断
を
要
す
る
相
談
に

対
し
、
弁
護
士
に
よ
る
対
面
の
法
律
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

１
月
22
日
（
水
）、
２
月
13
日
（
木
）、

　

２
月
26
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
50
分

　
（
１
件
あ
た
り
30
分
）

　

福
島
県
南
会
津
合
同
庁
舎 

４
階
会
議
室

　

事
前
に
電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
＝
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

　
　

後
５
時
15
分

　

原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
関
す
る
問
い
合

　

わ
せ
窓
口（
福
島
県
原
子
力
損
害
対
策
課
内
）

　

０
２
４
（
５
２
３
）
１
５
０
１

　

本
庁
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

■
南
会
津
健
康
ス
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
教
室

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
会
津
自
然
案
内
伝
承
人
会

で
は
、
平
成
25
年
度
子
供
夢
基
金
の
助
成
に

よ
り
次
の
と
お
り
ス
ノ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
教
室
を
開
催
。
県
内
の
指

　

導
者
が
安
全
に
楽
し
い
自
然
体
験
を
指
導

　

し
ま
す
。

　

１
月
26
日
（
日
）、
２
月
２
日
（
日
）、

　

３
月
９
日
（
日
）、
３
月
16
日
（
日
）

　

１
日
で
も
参
加
は
可
能
で
す
。

　

各
回
15
人

■
農
地
を
転
用
し
た
り
、

　
　
　
　
　
　
改
良
し
た
い
と
き
は

①
農
地
の
転
用
に
つ
い
て

　

農
地
（
田
や
畑
）
を
農
地
以
外
（
宅
地
、

駐
車
場
、
資
材
置
場
等
）
に
転
用
し
た
い
と

き
は
、
農
地
法
第
４
条
（
農
地
の
所
有
者
が

自
ら
転
用
す
る
場
合
）
ま
た
は
第
５
条
（
売

買
や
貸
借
等
の
権
利
移
動
が
伴
う
転
用
の
場

合
）
の
「
許
可
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
す
る
と
農
地
法

違
反
と
な
り
ま
す
の
で
、
農
地
の
権
利
取
得

の
効
力
が
生
じ
な
い
だ
け
で
な
く
、
工
事
の

中
止
、
原
状
回
復
等
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
３

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下（
法

人
に
つ
い
て
は
１
億
円
以
下
）
の
罰
金
と
い

っ
た
厳
し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

②
２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
用
施
設
建
築
届
と

　
農
地
改
良
届
に
つ
い
て

　

２
ア
ー
ル
（
２
０
０
㎡
）
未
満
の
農
業
用

℡

　

小
・
中
学
生
＝
無
料

　

大
人
＝
２
、
０
０
０
円

　

※
保
険
は
各
自
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

ま
ず
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
教
室
を
手
伝
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
会
津
自
然
案
内
伝
承
人
会

　

０
２
４
１
（
６
５
）
１
７
５
５

　

０
２
４
１
（
６
５
）
１
７
５
６

　

aizu-ns@nifty.com

■
高
齢
者
対
象
の
無
料
出
張

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
会
津
自
然
案
内
伝
承
人
会

で
は
、
高
齢
者
や
そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
、

無
料
で
出
張
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
を
行
い
ま

す
。
県
内
ど
こ
に
で
も
出
張
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
希
望
さ
れ
る

　

日
。
ご
都
合
に
合
わ
せ
ま
す
。

■
そ
の
他

　

ま
ず
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
教
室
を
手
伝
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
会
津
自
然
案
内
伝
承
人
会

　

０
２
４
１
（
６
５
）
１
７
５
５

　

０
２
４
１
（
６
５
）
１
７
５
６

　

aizu-ns@nifty.com

日

℡ 問℡ 問℡ 問℡ 問

℡ 問

℡ 問

場

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
９
０
０

②
午
後
実
施
分

　

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
０

■
心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

２
月
５
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

　
　
　「
よ
う
こ
そ
町
長
室
へ
」

　

町
長
と
、
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

話
題
な
ど
で
気
軽
に
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

　

町
民
の
方
や
、
町
に
縁
の
あ
る
個
人
や
団

体
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
実
施
日
と
場
所

①
南
郷
総
合
支
所

　

１
月
24
日
（
金
）　

午
前
10
時
～
正
午

②
舘
岩
総
合
支
所

　

１
月
24
日
（
金
）　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

①
午
前
実
施
分

　

南
郷
総
合
支
所
振
興
課

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ　

さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

保
健
福
祉
課

　

０
２
４
２
（
６
３
）
０
３
０
５

■
平
成
25
年
度

南
会
津
町
教
育
委
員
会
表
彰
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
南
会
津
町
教
育
委
員
会
表
彰

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
個
人
・
団
体
の
方
は
、
内
申
期

限
ま
で
教
育
委
員
会
へ
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
民
、
若
し
く
は
町
内
に
在
籍
す
る
団
体

　

ま
た
は
町
内
の
学
校
、
幼
稚
園
そ
の
他
の

　

教
育
機
関
の
職
員

■
種
類

①
功
労
表
彰　

②
功
績
表
彰　

③
奨
励
賞

■
基
準

▽
功
労
表
彰
・
功
績
表
彰
＝
町
教
育
関
係
機

関
や
団
体
の
委
員
等
（
在
職
年
数
に
よ
る
。）

▽
奨
励
賞
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
町

内
の
個
人
、
ま
た
は
団
体
（
平
成
25
年
２
月

～
平
成
26
年
１
月
ま
で
の
成
績
）。

場申

日

　　町県民税　　　  第４期
　　国民健康保険税  第７期
　　介護保険料　　  第７期
　　後期高齢者医療保険料  第６期　

納期限は 1 月 31 日 ( 金 ) です。
　町税に関するお問い合わせ先は
　　本 庁 税 務 課 　 　  　TEL 0241-62-6110
　　舘 岩 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-78-3325
　　伊 南 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-76-7712
　　南 郷 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-72-2224

今月の納税

「SACRAふくしま」開設のお知らせ
～性暴力被害者のために～

℡ 問

問

　「SACRA ふくしま」とは、ふくしま被害者支援
センター・福島県産婦人科医会（協力病院等）、
福島県警察の三者が、連携・協力して性暴力等
の被害にあわれた方の支援にあたるネットワー
クです。

SACRA ＝性暴力等被害救援協力機関
Sexual Assault Crisis Response Association
の頭文字をつなげた略称です。

　「SACRA ふくしま」では、カウンセリング、付
き添い支援、協力病院の紹介、公費負担制度の
説明等の支援をしています。
　ひとりで悩まず、まずは相談してください。

相談専用電話 SACRA ホットライン
（ふくしま被害者支援センターの女性支援員が対

応します。）
０２４－５３３－３９４０

相談時間＝月・水・金　午前 10 時～午後 8 時
　　　　　火・木　　　午前 10 時～午後 4 時
　　　　　（土日、祝祭日・年末年始を除く。）
※要望に応じて、病院・警察等へできる限り付
　き添います。
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か
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は
、
今
年
度
に
内
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を
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い
た
し
ま
す
。
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中
に
お
け
る
奨
励
賞
等
で
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て
く
だ
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雇用・企業支援コーナー

　平成 25 年 12 月 20 日現在、61 人の方から
ふるさと納税（応援寄附金）をいただきました。
　今回は 11 月 21 日から 12 月 20 日の間にふ
るさと納税（応援寄附金）をされた方を紹介い
たします。

南会津町図書館
℡ 0241-62-5522

東京都多摩市 三好 正義 様

東京都板橋区 飯泉 和子 様

福島県白河市 鈴木 隆司 様

千葉県四街道市 榊原 幹廣 様

埼玉県さいたま市 木村 淳一 様

匿名希望 １１件

計 １６件

《お正月あそび》
■日時＝ 1 月 18 日（土）　午前 10 時 30 分～正午
■場所＝図書館内おはなし子どもコーナー
■対象＝どなたでも
※かるたやお手玉で遊びます。
※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

■ふるさと納税 （応援寄附金） へのご協力、

■ありがとうございます
■問い合わせ：総合政策課 地域振興係
　　　　　　　　0241-62-6240

が休館日

開館時間

　10:00 ～ 18:00

２月の休館日

１月の休館日 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28

　落の茅刈りを通じて地域の方々と関わらせて
　いただいております。水引集落の茅葺き民家
　の保存事業の推進をぜひお願いします。
▼毎年行きますが、ここ数年は子ども渓流まつ
　りを楽しんでいます。水引のわき水や木賊共
　同浴場の維持に役立ててください。
▼旧田島町の出身です。
▼教育予算等にご活用ください。
▼毎年、スキー大会で訪れています。
　ぜひ、未来ある子供達に役立ててください。
▼今年の春に観光で貴町を訪問しました。
　田島祇園祭に係る事業等にご活用いただけれ
　ば有り難く存じます。
▼スノーボードに若い頃行きました。子供たち
　と次は行きたいです。
▼旧舘岩村と埼玉県旧大宮市が友好都市で林間
　学校等でお邪魔しました。
▼子供さん達の育成にお使いください。
▼田代山、駒止湿原の美しい自然を守ってくだ
　さい。
▼大嵐山、田代山に登りました。

【一般図書】
人間関係占星術講座　　　　　　　松村　潔　著
ゼロ　　　　　　　　　　　　　堀江　貴文　著
猫の神話　　　　　　　　　　　池上　正太　著
スーパー！　　　　　　　　　　渡部　千春　著
箱根駅伝　　　　　　　　　読売新聞運動部　著
ノボさん　　　　　　　　　　　伊集院　静　著
存在しない小説　　　　　いとう　せいこう　著
めぐり糸　　　　　　　　　　　青山　七恵　著
赤ヘル１９７５　　　　　　　　　重松　清　著
問いのない答え　　　　　　　　　長嶋　有　著
【児童図書】
なぞかけ動物園　　　　　　　　　ねづっち　著
香月流！幽雅な相談室　　　　　香月　日輪　著
新妖界ナビ・ルナ 9　　　　　 池田　美代子　作
ペンギンとざんたい　　　　　　　斉藤　洋　作
ピコのそうじとうばん　　　　　阿部　夏丸　作
はなちゃんのわらいのたね　　　　ａｋｋｏ　文
まだだよまだだよ　　　　　　村上　しいこ　文
いのちをいただく　　　　　　坂本　義喜　原案
こうくんとちいさなゆきだるま
　　　　　　　　　　　　はせがわ　さとみ　作

新着本案内

イベント案内

ｉふるさと納税（応援寄附金）の詳しい内
容はホームページに掲載しております。

　【ふるさと納税ホームページ】
　http://minamiaizu.org/gyousei/cat10/000215.php

ハローワーク求人情報
（町内勤務分・12月16日現在）

　ハローワークの求人情報は、毎月5日・20日
に発行されており、「ハローワーク南会津」で
確認することができます。

　町内で現在募集中の求人数

　※上記求人にはすでに決定している場合も
　　あります。その際は、あらかじめご了承
　　ください。
■問い合わせ
　ハローワーク南会津　　0241-62-1101

正 規 職 員 71人
非正規職員

（臨時・パート職員） 252人

介護職員等募集予定情報！
　社会福祉法人桜寿会は、平成26年開所予定
の老人福祉施設「特別養護老人ホーム優雅」
を南会津町田島字北下原に建設しています。
　桜寿会では開所に伴い、下記のとおり介護
職員等を募集する予定です。

募集期間＝平成26年１月15日～６か月間
　　　　　（予定）
試験日＝平成26年１月下旬から随時実施
　　　　（予定）
採用時期＝平成26年８月（予定）
問い合わせ＝社会福祉法人桜寿会
　　　　　　℡ 024-973-7794
　　　　　　南会津町役場健康福祉課
　　　　　　℡ 0241-62-6130

募集予定職種 募集
人数 資格等

介 護 職 員 28人
資格は問いませんが、
介護福祉士、実務研修
終了者など

看 護 師 1人
正看護師または准看護
師

機能訓練指導員 1人
理学療法士、作業療法
士、言語聴覚士のいず
れかの資格

生 活 相 談 員 1人
社会福祉士、社会福祉
主事のいずれかの資格

勤 務 時 間 9：00 ～ 18：00

給 与
月給17万円～ 30万円
※職種・経験年数等を考慮

待遇・福利厚生

昇給年1回／賞与年1回（業績に
よる）
各種社会保険完備
家族手当・通勤手当

休 日 ・ 休 暇
完全週休2日制（土・日）、祝日、
年末年始
※年間休日118日

勤 務 地

（仮称）南会津開発センター
〒967-0016
南会津町藤生字脳曽根2332番地3
※現佐藤栄学園会津田島寮の利
　用を予定しています。

勤務条件など

㈱EWMファクトリー社員募集中！

　平成26年４月から南会津町に事務所を設置
予定の㈱EWMファクトリー（本社：佐賀県佐
賀市・友納健一郎社長）では、事務所開設に
合わせ、活躍いただく社員を募集しています。
　社員は、主にインターネットホームページ
の企画・構築、ホームページアプリケーション、
スマートデバイス向けアプリケーションの開
発などのプログラマー、ホームページサイト
のデザインを担当していただける方を中心に
募集しています。
※EWMファクトリーは、インターネットホー
　ムページの企画・構築、運用などを行って
　いる会社で、主な顧客は、東京都交通局、　
　東京都スポーツ局などです。
※詳しい内容は、EWMファクトリーのホーム
　ページをご覧ください。
　　http://www.ewmfactory.jp/
問い合わせ＝商工観光課雇用対策係
　　　　　　　℡ 0241-62-6200
　　　　　　㈱EWMジャパン（グループ企業・
　　　　　　東京）担当：渡辺
　　　　　　　℡ 03-5847-7040
　　　　　　　メール ewm-bp@ewmjapan.com

【納税された方からのメッセージ】※順不同
▼南会津とは野岩鉄道が開通した年に訪れて以
　来の縁です。2009 年からは舘岩地域水引集
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■保健事業に関する問い合わせは
　南会津町保健センター　0241-62-6180
　舘岩総合支所町民課　　0241-78-3325
　伊南総合支所町民課　　0241-76-7713
　南郷総合支所町民課　　0241-72-2225

むし歯ゼロで元気な笑顔
今月は11人のお友だちがむし歯ゼロでした！

阿久津 心
こ は る

陽ちゃん（右）とお姉ちゃん

（舘岩）

君島 優
ゆ づ き

月ちゃん

（田島）

川俣 幹
みきひろ

裕くん

（田島）

小林 杏
あ ん な

奈ちゃん

（田島）

印南 杏
きょうか

香ちゃん

（伊南）

齋藤 美
み お

央ちゃん

（伊南）

渡部 琉
る い

生くん

（田島）

原田　玲
れい

くん

（田島）

関根 和
か ず さ

咲ちゃん

（田島）

１・２月の健診（検診）のご案内

◆乳幼児健康診査 ※地域指定のないものは全地域対象です。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１月２８日 火
６～８か月児健康相談

（ 田 島 地 域 ）
13：30 ～ 13：45 保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）
平成25年５～６月生まれ

２月１４日 金
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩・伊南・南郷地域）
13：30 ～ 13：45 伊南会館

平成24年12月～
平成25年２月生まれ

平成25年６～８月生まれ

２月２０日 木
１ 歳 児 健 康 相 談

（ 田 島 地 域 ）
13：30 ～ 13：45 保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）
平成25年１～２月生まれ

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１月１５日 水 ３～４か月児健康診査 12:15 ～ 12:45

保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平 成 2 5 年 ９ 月 生 ま れ

１月２９日 水 １歳６か月児健康診査 12:30 ～ 13:00 平成24年７月～８月15日生まれ

２月　５日 水 ３歳６か月児健康診査 12:30 ～ 13:00 平 成 2 2 年 ８ 月 生 ま れ

２月１９日 水 ３～４か月児健康診査 12:15 ～ 12:45 平 成 2 5 年 1 0 月 生 ま れ

２月２１日 金
２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査

（舘岩・伊南・南郷地域）
12:30 ～ 13:00 伊南会館 平成23年10月～

平成24年３月生まれ

２月２６日 水 １歳６か月児健康診査 12:30 ～ 13:00
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成24年８月16日～９月生まれ

２月２８日 金
２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査

（ 田 島 地 域 ）
12:30 ～ 13:00 平成23年12月～

平成24年１月生まれ

１・２月の日曜当番医

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

医院名 電話

1 月

12 日 馬場医院 0241-62-0141

19 日 なかやクリニック 0241-73-2036

26 日 小野木クリニック 0241-76-7780

2 月

2 日 愛輝診療所 0241-78-8688

9 日 あべクリニック 0241-62-8733

16 日 きむらクリニック 0241-62-5576

23 日 佐藤医院（下郷町）0241-67-2134

　福島県と県立医科大学では、震災後４か月
間の外部被ばく線量を推計する基本調査につ
いて、より記入・回答しやすい問診票の『簡
易版』を作成しました。
　この『簡易版』は、避難などの移動回数の
少ない方がご利用できます。
　『簡易版』で回答できるかどうかをお調べい
たしますので、基本調査問診票の回答がまだ
の方はお問い合わせください。
　なお、『簡易版』は南会津町保健センターに
備え付けてあります。お気軽にお申し出くだ
さい。
　基本調査の結果は、お一人お一人にお知ら
せいたします。皆さんの将来の健康管理のた
めに、ぜひご回答ください。
問い合わせ＝福島県立医科大学　放射線医学
　　　　　　県民健康管理センター
　　　　　　℡ 0241-549-5130
　※土日、祝日を除く午前９時～午後５時

県民健康管理調査　基本調査問診票
『簡易版』ができました

麻しん・風しん予防接種【２期】を
受けましょう

　「麻しん・風しん」の予防接種はお済みです
か？
　平成 26 年３月末までに未接種の場合、４月
からは補助対象外となり、接種料金は個人負
担となります。
　麻しん（はしか）は春に流行しやすい感染
症です。未接種の場合は、早めに接種を受け
ましょう。
▼対象者＝平成 26 年４月に小学校に入学する
　方（平成 19 年４月２日から平成 20 年４月
　１日までに生まれた方）
▼補助対象期間＝平成 26 年３月 31 日まで
　　（期間を過ぎると 10,111 円程度の個人負
　　担となります。）
▼接種方法＝医療機関に予約してから接種し
　てください。その際、予診票・母子健康手帳・
　保険証をご持参ください。

酒井　花
はな

ちゃん

（南郷）

松田 庵
い ぶ き

吹くん

（田島）

Health 　Imformation

くらしの情報
●健康
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まちの文芸

編集後記　▽新年明けましておめでと
うございます。今年も「広報みなみあ
いづ」をよろしくお願いいたします。
…と、書きましたが暦はいまだに 2013
年。入稿ギリギリの編集後記になって
しまいました。
▽そんな私の 2014 年の目標は「早め
早めの行動をする！」といったところ
でしょうか。
▽ああ、今、入稿時間が無常にも過ぎ
ていきます。どうか皆さんの手にこの
広報が届きますように。（相）

　新年明けましておめでとうございます。皆さまはどのようなお正月
を過ごされたのでしょうか。私はというと、実家には帰らずにこちら
で過ごすこととなりました。今までの実家にいるときは、おせちを食
べていつもよりもまったりとするような、いわゆる「寝正月」で過ご
してしまうことがありました。しかし今年はせっかくですので、なか
なか体験できない年末年始を迎えたかったからです。

　皆さんの期待通り、あたり一面銀世界の雪景色に驚いています。話
には何度も聞いていましたが、やはり「百聞は一見にしかず」で最近
ようやく皆さんの言っていたことがわかってきました。朝早く起きて
から外を見ると、私の腰の高さではきかないほどに降り積もっていた
こと。それを除雪しようとしても早朝だったためにまだ除雪車も来て
おらず、どこに雪をかいたら良いのかわからなかったこと。さらにそ
の後、除雪車も通りなんとか出られても、今まで慣れ親しんだ道とは
180度異なる景色に戸惑い、毎日通っているはずの道路を間違えてし
まったこと。とにかく驚きと戸惑いの連続です。

　最近はいろんなお宅に伺って、お茶のみをしながらお話しをさせて
いただく機会が増えてきました。そこで必ずといっていいほど「雪、
たまげたべ？」と言われます。「びっくりしてます」と素直に答えると
多くの方は「んだべぇ！」と笑みを浮かべて、初めて雪の世界を経験
する私の反応を楽しんでいるようです。向こうが楽しんでいるのがわ
かると、なんだか私も楽しくなってそのまま会話がはずんで、ほっこ
りとした時間を味わわせてもらっています。私からはこれといって何
もして無いにもかかわらず、いつもお世話を焼いてくださるので頭が
あがりません。本当にここの地域の方々は温かくて、感謝をすると同
時になんだか申し訳ない気持ちでいっぱいになります。これから自分
にできることを精一杯やって何か返していきたいです。

　残りの期間は短いですが、こんな私を今年もどうぞよろしくお願い
します。
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Profile
1991年生まれ。東京都世田谷区出身。
協力隊の活動も残りわずか。

「健康で楽しく活動」していきます。
ブログやっています。ぜひご覧ください。
http://ina-minamiaizu.hatenablog.com/

「門松作り手伝い」楓の芽にて ▼

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



V
o
l.9

4

み

み
あ
い
づ

な

広
報

広
報

み
な

み
あ

い
づ

　
１

月
号

　
№

9
4
　

平
成

2
6
年

１
月

８
日

発
行

(
毎

月
第

２
水

曜
日

発
行

）
発

行
：

南
会

津
町

役
場

総
合

政
策

課
広

報
情

報
係

〒
9
6
7
-8

5
0
1
　
福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
後
原
甲

3
5
3
1
番
地
１
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
2
4
1
-6

2
-6

2
1
0
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

0
2
4
1
-6

2
-1

2
8
8
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
h
ttp

:/
/
w
w
w
.m

in
a
m
ia
izu

.o
rg
/
　
E
-m

a
il：

k
o
u
h
o
u
@
to
w
n
.m

in
a
m
ia
izu

.lg
.jp

みんなぁ、雪楽しんでるべか？

楽しいイベントが開催されるべぇ

みんな、きてけやれ～


